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1 はじめに
就職を支援することにおいて，求職者と企業のマッチ
ングが最も重要なことである．しかし，インターネット
上に様々な企業の情報が掲載されているものの，その量
は膨大であり求職者一人で把握できる範囲が限られる
他，中小企業では十分な情報が公開されていないことも
しばしばある．また，近年は AIマッチング等の報道が
あるように，知能技技術を用いたマッチングシステムも
開発されてきている．
そこで，本研究では，部分的な情報から求職者と企業
のマッチングを図るための企業推薦システムを提案す
る．本研究の対象者は高知工科大学情報学群の就職活動
者とし，入社したいと思える会社と出会えることを目的
とする．また，欠損値やテキスト情報等の数値化しにく
い情報を扱うため，ラフ集合や階層的クラスタリング等
の知能技術，データマイニング技術を用いる．

2 提案手法
提案手法は，ラフ集合による企業業績予測ルール抽出
部と，業務内容・企業理念情報の階層的クラスタリング
部からなる．

2.1 ラフ集合による近似予測ルール

ラフ集合は企業の所在地，従業員数，売上等の属性情
報から，将来の業績上昇/下降等の予測したい情報 (決
定属性と呼ぶ)を導くルールを求める手法である [1]．

図 1 決定ルール導出図 [中井，2017]

図 1はラフ集合の属性表の例である．右端の列が決定
属性であり，これを予測するルールが矢印の先の業績上
昇ルール，業績下降ルールである．本研究では，業績予
測として「上がる」「下がる」「安定」の 3要素の予測を
行った．東証一部上場企業等，十分な情報が公開されて
いるものに対して，ラフ集合を適用してルールを求め，
求職者にも提示する．

2.2 業務内容と企業理念の階層的クラスタリング

各社が公開している業務内容と企業理念・経営理念の
テキストデータに対して，TF-IDFでの文章中の解析と

ベクトル化，コサイン距離 (文章間類似度)とウォード
法による階層的クラスタリングを行い，類似した企業の
グルーピングを行う．その後，企業理念・経営理念のク
ラスに対し，単語頻出の多いものを理念のキーワードと
し，企業情報と共に提示する．

3 実験と評価
データセットとして 537社分の 2016年度の決算情報

を用意する．学習データは 203 社，残り 334社のデー
タは欠損値のある属性の集合である．属性の要素として
売上，営業利益の増減とその差分，単独又は連結従業員
数，社員１人分の生産性，業種，所在地方，理念，純利
益とした．被験者 3名に，入力する事業内容を「システ
ム」「ネットワーク」「アプリケーション」「ITコンサル
ティング」に限定し，関係ある会社の選択結果から適合
率の算出を実施した．「システム」以外は 50%未満とク
ラスタリングによる提示は良くなかった．また 4つの事
業内容の内，被験者が興味ある業務と近い要素を選んで
もらい，興味を持った会社についてヒヤリングすると，
業績予測よりも，企業理念を重視していた．

図 2 被験者実験の結果

4 まとめ
企業理念を１単語で提示するによって，各社が大切に

している事を把握が可能となり企業選びの有効な指標
となった．ラフ集合は指標ではなく，会社選びの傾向に
用いることで，各個人の性格や考え方に合致する会社を
勧めることもできるため，将来のシステムでは個人の嗜
好そのものをルールとして抽出することも考えている．
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